


		2020.1改正
様式10 工作物受付チェックシート

	本市使用欄
	受付者：　　　　　　　

	
	いずれかに
レを記入
	□
	計画通知（本市が建築主のものに限る。）のため「手数料免除受付チェックリスト」の添付を確認した。

	
	
	□
	申請書第３面「11.建築物全体の延べ面積」と様式３を照合して手数料を確認した。

	
	□
	[bookmark: _GoBack]上記の延べ面積と手数料について、必要手数料のQRコードを交付する際に、別の担当者によるダブルチェックを受けた。（チェック者名：　　　　　　　　　）

	
	□
	担当者決定後、手数料受領簿に必要事項を入力し、別の担当者によるダブルチェックを受けた。（原則として受付当日中に入力）（チェック者名：　　　　　　　　　）




	建築基準関係規定などに基づき下記事項を確認しました。
	設計者又は代理人氏名

㊞　　


確認申請提出前に下記項目について内容確認の上、各チェックボックスにレを記入して下さい。
下記事項が確認されていることを前提に受理時の審査を行います。

工作物申請手続きにおける受理時審査（法第88条第1項）
	□
	令第139条（煙突等）
	

	□
	令第140条（鉄筋コンクリート造の柱等）
	

	□
	令第141条（広告塔又は高架水槽等）
	

	
正本及び副本の整合性の確認

	□
	正本　1通

	□
	副本　1通

	□
	□
	確認申請書

	
	□
	委任状（確認の申請を代理者に委任する場合）

	
	□
	規則第３条の規定されている図書

	
	
	
	
	図書の種類
	　明示すべき事項

	
	
	表1
	□
	附近見取図
	各図書の種類に応じた明示すべき事項の記載の有無を確認する。


	
	
	
	□
	配置図
	

	
	
	
	□
	各階平面図又は横断面図
	

	
	
	
	□
	側面図又は縦断面図
	

	
	
	
	□
	構造詳細図
	

	
	
	
	□
	　構造計算書
	

	
	
	表2
	□
	構造詳細図
	

	
	
	
	□
	基礎伏図
	

	
	
	
	□
	敷地断面図及び基礎・地盤説明書
	

	
	
	
	□
	使用構造材料一覧表
	

	
	
	
	□
	施工方法等計画書
	

	
	
	
	□
	その他規定に適合することの確認に必要な図書
	

	
	
	表3
	□
	認定書の写し
	例）法第66条看板等の防火措置における不燃材料の認定を採用する場合

	
	
	
	□
	認証型式部材等を有する工作物等
	





設計者の記載の確認
	　
	申請書
	適用
	確認図書
	備考

	□
	第2面
	設計者
	
	

	
	設計図書
	□
	設計者の資格の記載、
	□
	正本の全ての図書
	

	
	
	□
	記名の確認
	□
	構造計算書（表紙のみ）
	

	
	
	□
	押印の確認
	
	
	



代理人の有無の確認（確認申請書第2面）
	申請書
	適用
	書類
	備考

	□
	代理人
代理人（事務所名）
	委任状（代理者による申請の場合）との整合
	

	
	
	
	



その他
	□
	屋外広告物条例（広告塔等）（ 済 ・ 未 ）
	□
	風致地区条例

	□
	道路占用許可の写し
	□
	






2

